
Access Job on the DESK 2
-アクセスジョブ四ツ橋を利用して-



はじめに

この度は「Access Job on the DESK 2 -アクセス
ジョブ四ツ橋を利用して-」をお手に取っていただき、
誠にありがとうございます。
アクセスジョブ四ツ橋では「誰にでも輝ける舞台が

ある」という理念のもと、利用される方それぞれに
合ったオーダーメイドのカリキュラムで就労に向けた
支援を行っております。
そんな利用者の方々に「取り組んでいること」「利

用をした感想」などについてまとめていただきました。
事業所の雰囲気や、利用者の方々の思いが皆さんに伝
われば幸いです。

※一部のレポートにつきましては、利用者のアンケートに基づき、職員が一
緒に作成をしています。
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30代 女性 発達障害

アクセスジョブ四ツ橋を利用して

【取り組み内容】
・体操

毎朝5分～10分程度のヨガ、ストレッチなど

・イベントチラシ作成
毎月行われるイベントのチラシをレイアウトから作成

・MOS Excel2019 受験
テキストと模擬試験ソフトを使用し勉強、受験

・ビジネス実務マナー3級 受験
LPOC動画と練習問題、過去問テキストを使用し勉強、受験

・備品管理
毎週、数人で事業所内の消耗品の在庫数をチェック全45品

・リワークプログラム
復職に向けてのメンタルトレーニング

・ブログ
毎週水曜日更新分のブログを担当

・似顔絵作成
HP掲載用の職員・利用者の似顔絵をアバター作成ツールで作成

など
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成果物がどうこうというより、プログラムを通して、やっと作業の仕方
や、社会人としての基本が身についてきたかなと思います。
締切を確認する、計画をたてる、やり方を確認する、進捗を確認する、
連絡に返事をする、指示を貰う、など、恥ずかしながら今まで出来な
かったことばかりです。
特に時間管理の感覚が変わってきたと思います。以前までは「何時まで
これをする」という考えだったので、ギリギリまでやっては片付けや
次の準備で慌ただしくしていましたが、今は「何時からあれをするから、
今やっているこれは5分前に切り上げよう」など、次の行動に余裕が
持てるようになってきたと思います。
でも、前向きなことだけだと、心身が追い付かなくなることも学びまし
た。
良くも悪くも自分の変化に気づけるようになったのは、良いことだと思
います。
その上でまた、「何故出来たのか」「どう対応すれば良いか」を考えら
れると、もっと良いなと思います。

「個別プログラム」であることと、「疑似職場としてプログラムを組
む」という2点でAJ四ツ橋に決めました。来て良かったと本当に思いま
す。
社会の時間の流れは私にとってはとてつもなく速く、何が出来ないのか、
どうすれば良いのか考える余裕もなく、心身がすり減っていく日々でし
た。
でも今立ち止まって、社会から少し離れて訓練を受けて、以前よりは
少し地に足がついているような気がします。
就職については正直、「丁寧に対応して頂くことに慣れていやしない
か」「また時間に流されたり、業務に押されたりで、AJで学んだことを
忘れてしまいやしないか」という不安もあります。
でも「事業所に行く」と決めた当時の気持ちも覚えているので、たくさ
ん練習して、身に着けたことを活かせる職場を見つけたいです。
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20代 男性 二分脊椎症・水頭症

アクセスジョブ四ツ橋を利用して

【取り組み内容】

入所したての時は事業所内イベントチラシ作成や軽
作業、入力作業のマニュアル作成などを主に取り組ん
でいました。
入所から1年が見えてきたあたりで就職に事を見据

え、月・金が通所、火・水・木が在宅のリズムで体力
消費をセーブしながら入力作業や電話応対練習、求人
検索、コミュニケーショントレーニングにハローワー
ク訪問と、就職活動に取り組んでいました。
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【取り組みをしてみて】

入所したばかりの頃は、重度の自律神経失調症を患っ
ていたこともあって、生活リズムと精神面がかなり不安
定な状態が続きましたが、事業所の方との相談や連携で
自分に合った病院に出会うことができ、ゆっくりと時間
をかけて自分と向き合いながら就職に舵を切ることがで
きて、とても安心しました。あの経験、出会いがあった
から今の自分があると思っています。

【アクセスジョブを利用して】

高校卒業後すぐにアクセスジョブ四ツ橋の利用を始め
た私は、自分には何ができて、何が得意で、何が向いて
いて、それが本当にあったとして自分はそれらが活かせ
る仕事ができるのか、そもそも仕事とはどういうものな
のかがあまり分かっておらず、不安だらけのまま訓練を
続けていましたが、様々な訓練に取り組んでいるうちに
自分の得意なこと、反対に苦手な分野と、それを克服す
る向上心が自分にも持てることにも気づけ、就職を意識
するにつれてそれが自分の自信に変わっていく感覚があ
りました。
利用を始めて1年と4か月。いい経験をたくさんさせて

いただきながらいい職場に就職することができたのはア
クセスジョブ四ツ橋の職員の方のご支援があったからこ
そだと思っています。
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20代 男性 発達障害

送付状作成

実際に作成した送付状
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（取り組んだ内容に対しての感想など）

送付状作成で、見本をみながら作成を
しました。
文章を打って、上の順から列と書式の

設定をしました。わからないところが
あったときは、職員に相談しました。
送付状作成は高校3年の秋の時に設定

などちょっとずつ理解していき、友達に
手助けをしたことがありました。
アクセスジョブ四ツ橋では、あまり手

助けすることはありませんでしたが、1
人で書式や列の設定はできました。
一番驚いたのは、右揃えをすることで

す。
打った文字をエンターキーを押すので

はなく、右揃えをクリックすると一気に
右側に寄せることができました。
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備品管理のシート
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(リーダーとしての経験)
去年の８月か９月の頃に備品管理のリーダーを
することになり、他の利用者や初めて参加する
人に指導をしていきました。最初はリーダーと
してうまくいけるのか不安でしたが、前のリー
ダーが言ったことを思い出して備品の場所や数
え方を説明することができました。一回でわか
らなかったときは、自分が動いているイメージ
を思い出して丁寧にもう一度教えたらわかって
もらいました。

備品管理は基本2人で行いますが、多ければ3人
ですることもあります。備品を数えたり、最後
に入力する係と備品個数をボールペンでチェッ
クする役です。

3人の場合は、2人をフォローやお助け係として
行っています。

最近では、はかりを使って大量のビニール袋と
ファイルなど1個ずつ数えずまとめて数えること
ができるようになりました。はかりがあって手
間が省けるようになりました。

（備品管理で今後の目標）

利用者や支援員の方に備品がなくて困らせないこ
とや安全第一で備品管理をしていきたいと思いま
す。新しい利用者や体験の方にもわかりやすく説
明をしていきたいです。
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20代 男性 発達障害

（写真）

→今まで取り組んできた作業が分かる写真など
（パソコンなどの画面のスクリーンショットでも

構いません）

アクセスジョブに通ってから過去の自分にはない変
化がありました。
人の前ではまともに話せずすぐに固まったり頭が
真っ白になったりどうすればいいのかわからなくな
ることがよくありましたが、こちらに通って発声練
習やコミュニケーションをとる練習をしてから通う
前より固まらずはっきりと大きな声で話せるように
なりました。
アクセスジョブに通う前は報告連絡相談できてない
ことが多かったですが、今では言えないままにして
いたことを放置せず報告連絡相談を徹底するように
しています。まだ完全に改善されているわけではな
いのでこれからも引き続き頑張っていきます。

通ってから今までになかった変化がありました
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企業実習を経て今後どの道を目指すのか見えたとき
に就職先ではフォークリフトの資格が必要になると
考えて資格を取得しました
玉掛けは就職先で必要になる資格ではありませんが、
今後必要になる可能性を考えて取得しました。
以前まで見えなかった道が見えるようになったのは、
アクセスジョブに通って日々努力してきたからだと
思っています。

アクセスジョブに週５日通い始めてから実感のない
変化がゆっくりありました。
通っているうちは何も変化がないように感じますが、
いずれわかるようになるので立ち止まることなく努
力していくことが大事です。
できないことはアクセスジョブに通って少しずつ練
習していくことでできるようになります。
指導員の方が後押ししてくれるので失敗を恐れず頑
張ってください。
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40代 女性 精神障害

アクセスジョブ四ツ橋を利用して

色彩検定３級
まずは動画で学び、その後テキストを読み込んだり

過去問題を何度も解いたりしながら約５か月間
勉強に取り組み、３級に合格することができました。

アクセスジョブ四ツ橋を利用して主に取り組んできたこと。

ビジネス会計基礎
会計に関する知識はもちろん、なぜ会計の仕組みが必要

なのか、計算書類から企業の安全性や成長性を読み解く
など、計算以外の企業の部分も勉強することができました。
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絵画の作成
週に一回、二時間を学習以外の自由な時間

として、趣味の絵を描いていました。
描いた絵は、入口に飾っていただいたりして

見た方々に喜んでいただけて嬉しかったです。

アクセスジョブ四ツ橋を利用しての感想

基本的に『何をしても良い』というスタンスだったので、
気が楽なのがよかったです。
最初は、体力的に通えるか、雰囲気になじめるかなど

不安がありました。しかし、まずは自分のペースでの通所、
学習から始めて、いろいろなプログラムを試してみたり、
支援員さんと対話することによって徐々に自分が何を
したいかが見えてきて、資格を取得したり等ができました。

ライティング基礎
文章を書くのが苦手だったため、ウェブや雑誌などの

ライター（執筆者）としての基礎知識を動画で学ぶことで、
文章を書く上で読みやすさとは何か、文章を作る上で大切な
ことは何かを学べました。

などなど…

今後は就職に向けての学習を
しつつも無理をせず、自分の
ペースで、支援員さんと協力し
ながら前に進んでいこうと思い
ます。
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30代 男性 ADHD・うつ

私が今まで取り組んできたことの代表例として、
ゲーム製作とマーケティング学習があります。
ゲーム製作は設計の段階でどのような処理が必要

か、その処理をどういったアルゴリズムで実行し、
それをコードとして実現するか、それらを組み合わ
せて最終的に一つのアプリとして完成させる作業が
あります。単なるプログラミングの知識だけではな
く、アプリ開発の全体を学べるものです。
マーケティング学習は、自分が一企業（今回の場

合は無印良品）の商品開発担当者になったという想
定で、市場やブランドを分析し、そこにどのような
商品を投入すればヒットを生み出せるか、を考えて
いく学習です。

ゲーム製作・マーケティング学習を通じて
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ゲーム製作・マーケティングの両方とも初めての
経験で、段取りを考えながら作業を進めていくのが
苦手な自分にできるだろうか、という点が不安でし
た。支援員の方に段取りや計画の立て方を教わって、
それを応用しながら自分で調べ、考えながら課題に
取り組んでいます。その結果、自分で書いたプログ
ラムが正常に動作したり、マーケティングを意識し
ながら書いたInstagramの記事のアクセス数が事業
所内で1位になると、達成感を感じられて嬉しく思
います。
また、進捗状況などの報告や、現在壁にぶつかっ

ていることの相談を通じて、リモートワークにおけ
る報連相のあり方などを学んでいます。
これからも、今学んでいることを活用しながら就

職につなげられるように頑張っていきたいです。

私は福井県からフルリモートでの利用を考えてい
たので、生活リズムを維持できるか、利用中に集中
を維持できるか、利用を初めても就職につながる成
果のようなものが残せるか、といったことが不安で
した。
実際に利用を始めてみたところ、不安な点は支援

員の方が何でも相談に乗ってくださり、最初はうま
くいきませんでしたが、段々と生活リズムも安定し
てきました。また、支援員の方が提案してくださっ
た「ゲーム製作」と「マーケティング学習」に取り
組むことで、段々と就職につながる技術も自信もつ
いてきました。
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アクセスジョブ四ツ橋では、他にも様々な支援を行っ
ております。ここではその一部についてご紹介してまい
ります。

アクセスジョブ四ツ橋でできること

体調管理
なかなか規則正しい生活

が送れない…。そのような
悩みを持つ方はとても多い
です。
そのため、スマホから

日々アンケートに答えてい
ただき、体調をチェックで
きるようにしています。１
か月ごとにまとめてその月
の振り返りをしていただい
ています。医師に見せられ
る方もいらっしゃいます。

ブラインドタッチ

パソコンが初めてという
方には、ブラインドタッチ
の練習も行っています。
まずは指の置き方から、

キーの位置、どの指を使う
のか、少しずつ皆さんマス
ターされています。
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グループワーク

毎週月曜日14時～グループ
ワークを行っています。
コミュニケーションの練習

として、伝え方について考え
てみたり、自己理解、自分以
外の視点について知る（他者
理解）、ストレスマネジメン
トについてなど、職員が講義
をしたり、みんなの意見を共
有したりすることはもちろん、
カードゲームで楽しく遊ぶこ
ともあります。

型番ピッキング

用紙に書かれた型番を確
認して、その型番の商品
（カード）を個数分まとめ
る作業の練習です。
型番のため、似たような

アルファベット数字の羅列
から正しいカードを探しま
す。
倉庫などのピッキングで

必要なスキルです。
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